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解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．
このテストは，ノート持ち込み可で行います．電子機器の使用は不可です．
途中の計算，説明などをきちんと書いてください．答案用紙は 1枚両面です．それ
に収まるように書いてください．

[1] R の部分集合の列 {Ek}k で，lim supk→∞Ek = [0, 1], lim infk→∞ Ek = ∅ となる
ものの例を挙げよ．

[2] X の部分集合の列 {Ek}k について常に lim infk→∞ Ek ⊂ lim supk→∞Ek となる
というのは正しいか．理由をつけて答えよ．

[3] Cantor 集合 E について µ(E ×R) を求めよ．ただし µ は R2 上の Lebesgue 測
度である．

[4] U ⊂ R2 を空でない有界開集合とする．E が U の稠密な開部分集合全体を動く
とき，µ(E) の取りうる値を決定せよ．


